高政美（コ・ジョンミ）（日本名：千葉優美子）氏の証言/09.7.7

　皆さん今日は。今紹介された高 政美（コ・ジョンミ）と申します。

日本名では千葉優美子と申します。

　今日私は、おひさしぶりで皆様にお会い出来てうれしく思っています。未だに私は日本語がよく出来ないので通訳の方に助けて頂きながら、なんとか日本語でお話しようと思います。

　私は、数え年で4歳の時に母と養父たちと共に、北朝鮮に渡りました。私たち一家が生まれた国でない北朝鮮になぜ渡ったのかその理由について、私が大きくなってから母や父から何度も何度も聞きましたのでよく知っております。その当時、母は、父が死んでしまったので、本当に自分ひとりで子供を連れてどのように生活したらいいか、ものすごく悩んでいたそうです。そんな母に対して、朝鮮総連の人たちは何ヶ月も毎日のように母のところに来て、「北朝鮮は地上の楽園」であるとか「北朝鮮に行けば生活に困らない。自分のしたいことは自由に出来るし、こどもを育てるにも何の問題もない。」と一生懸命北朝鮮に行くように勧誘されたそうです。結果私たちは北朝鮮に行くようになって、1963年10月に北朝鮮に渡ったのです。

　父母から聞いたのですが、北朝鮮に着いた時、その風景は人々がとても貧しくて、ここが北朝鮮ですね、地上の楽園であるというのは大嘘であるというのが誰の目にも直ぐ分かったそうです。そのため、一緒に行った私の兄は「日本に帰して欲しい」と訴えて、船から降りようともしなかったのです。すると兄はそのままどこかに連れ去られて行きました。このように当時16歳だった私の兄は、北朝鮮に着いたとたん引き離されたままになりました。それから５年後、やっと私の父があちこち手を尽くして、兄との面会が許可されました。私たちは北朝鮮では、精神病患者たちの病院を49号病院と呼んでいますが、そこに入れていると聞いていました。面会に行く瞬間迄、私たちは健康だった兄ですが、どうして精神病院にいるか、その理由も北朝鮮に向かって聞くことも出来ずに、ただただ、精神病院にいるのだろうと考えながら、そこに行きました。なのに私たちが案内されたのは、山奥にある収容所でした。そこは白い塀に囲まれていました。そこに入ると二重の鉄格子が見えました。もう遠くから見ても、そっくりそれは間違いなく動物園の檻のようでした。

　その中に何十人もの人たちが閉じ込められていました。本当に臭い匂いがして、その人たち、屋根がないので、雨が降っても，雪が降ってもそのままです。檻の中にいる人々は、ボロの服を着て、髪の毛は伸び放題でまるでライオンのようでした。頭は垂れ下がり、目はうつろで、何の感情もなく、とにかく人間に見える人は一人もいませんでした。当時８歳だった私は、ただ恐ろしくて母の後ろに隠れていました。そんなところに、そんな人間のたちがいる檻の中に、5年ぶりに会う私の兄がいました。私の兄は、ひどく変化していて、母、父でさえも兄だとは分からないほどとても貧しい姿をしていました。

　結局私たちは、私の母がこころを込めて一生懸命作ったお弁当も、一緒に食べることもできずに、その場を離れなければなりませんでした。

　それから三年後、父のところに、『兄が死んだ』という指示書が来ました。ただ、「日本に帰して欲しい」と、ただひとこと言っただけだったのに、私の兄は悲惨な死に方をしなければなりませんでした。

　本当に恐ろしい政治の犠牲になったのは、私の兄だけではありません。1976年3月のことですけれど、その70年代には、まわりに私たち帰国者、身内の帰国者たちの地獄の中でも、70年代にはあちこち一晩寝て起きたら突然いなくなったり、どこかに連れ去られていったり、本当に行方不明になる人がたくさんいました。私たちは、私たち家族にも何が起こるか分からない、恐怖感の中に毎日あったのですが、結局私の父が76年の３月に突然いなくなりました。私の父は労働党に絶対入ろうとしなかったのです。それは、本当に日本にいる時、朝鮮総連の活動で朝鮮総連の帰国事業にも関わっていました。なのに自分自身が、北朝鮮に行ってみて、本当に始めて驚きながら、自分がしたこと、多くの人たちを説得して帰国させたこと、とってもとっても後悔しました。毎日夜に、深く深く反省していました。自分の息子もそんな悲惨な死に方をしたし、私の家族は一度も家族一緒に笑顔で過ごした覚えはありません。私の父は労働党に入ろうとしなかったのが、スパイだと罪になって当局の人間に捕まって恐ろしい拷問を受けました。幸いなことに私の父は5ヶ月のあとに家に戻ることが出来たのです。ところで、戻った父の姿はことばでは表現できないほどでした。手足の指の骨が砕けていて、まともに立つこともできませんでした。身につけている物は、ただ肌着だけでクサーイ臭い匂いもしたし、シラミとノミだらけで、「人はこんなに変わるのだな」と驚きばかりでした。

　私が父をちょっと治療する何ヶ月かの間、17歳になった私ですけれども、人間の腐った肉を自分の手で治療したのは始めてでした。私の父はコンクリートで出来た一メートル四方の穴の中に閉じ込められて、何ヶ月もそこで大小便もたらいを使って、看守の前でその穴にしたそうです。ただ、その穴の中から出るのも拷問を受けるときだけ出されたそうです。拷問はことばにならないほどひどくて、そんな冷たい穴の中に何ヶ月も息もよくできないところにいた私の父が、家に戻って消毒薬を浸けたガーゼでお尻とかを消毒しようとしたら、腐った筋肉が解けてしまって、おしりの中にはこんな骨が見えて私が驚いて、そんな毎日でした。

　本当に私の父はいっつも言いました、「自分はなんでこんなにひどいことをしたんだ」

「自分自身も騙されて行った」と、「ほんとうにその時民団系の方々が、ものすごい一生懸命反対してくださったのに、なんで自分はその時ちょっとだけでも気付かなかったのだろう」と反省しながら毎日のように本当に…。もし死んだあとでも日本にいらっしゃる民団の人たちに会うことが出来れば、「あなたたちが100％正しかった」とお詫びしたいと。

でも、自分が死ぬ時目をつぶることが出来るのは、今も日本に民団系の方々がいらしゃるので、もう残っている在日朝鮮人とか、私たちの3世４世代は確かに民団系の人々が正しい道を歩くように教えてあげるのだろう、それを信じて目をつぶって死ぬことができるんじゃないかなという話をしていました。

　でも私が日本に戻って、満４年、今年７月28日になると四年になりますが、なかなか民団系の人々に会うことができませんでした。でもやっと、四年になって今週、韓国から民団系の人々に集まりを作ってくださって、夢のような場所で私の父のことを話して、父の代わりにお詫びを申し上げました。

　これからは、ほんとうにここにいらっしゃる皆様、NO FENCE、守る会、会員たち、本当に皆と一緒に力を合わせて北朝鮮人権、帰国者を一刻も早く助けることができると私は信じております。本当に、この一週間は私にとって夢のような一週間です。

なかなか守る会の皆様の前でも、父の本当のことを言うことが出来ませんでした。

父が心から思っていた民団の人々が日本に来てみたらなんか冷たく見えたし、むしろ日本の人たちのことが気になって一生懸命私たちを助けて下さるし、それでちょっとおかしんじゃないかなと。

　北朝鮮に行って何十年間も反省しながら民団系の人たちをそのように…。でもそんな誤解とか本当に全部、今日からは私本当に幸せな…これからもうちょっと幸せに一日を過ごすのだと思います。

　私は歴史的に、朝鮮総連が北朝鮮の指示通り本当に悪魔みたいなことをしたことをこの世の中に明らかにしなければなりません。それを今も日本に朝鮮総連団体がいます。その人たちが、私の後世代、子孫に至る迄、これからどんな悪魔のようなことをするか誰にも分かりません。そのためにも私たち経験者、保護者たちが本当にこれを命かけても明らかにして、私の後世代には二度と、こんな何十年間も地獄で過ごしたこと、二度とさせないようにしたかったのです。

　皆様ご存知のように、私は去年「守る会」の皆様の応援頂きながら朝鮮総連の裁判を起こしました。ほんとうにこの裁判を起こして一年になりますが、困難もあります。でも山田先生、大阪経済大学山田文明先生には、あちこち日本全国を回ってその科学的な資料になるデーターを捜しながら、今月21日に北朝鮮に残っている脱北した帰国者のため、日本人拉致被害者たちのため、裁判所で、朝鮮総連のこと歴史のこと明らかにする証言をしてくださいます。

　本当に心より、感謝で感謝でたまりません。その日、私も最初に私の口から私の経験を証言するようになりました。でも、ただ30分ですので、30分で何十年間のこと、私の家族のひとつの例がこんなひどいのに、9万3000人のこと話出したらとんでも時間が足りないのです。でも私はその裁判で勝つか負けるかそこには全然関係ないのです。ただ、日本にいる朝鮮総連団体は、どんな悪魔のことをしたかそれだけ明らかにして、後世代にこんなことが起こらないようにするのが私の目的です。これは間違いなく誘拐、拉致だということを私の口から証明しようと思っております。

　明日、新潟に行きますが、やっと46年ぶりに、私３歳の時に行ったので46年ぶりに新潟に行きます。そこで話そうと思うのですが、正直、新潟で横田めぐみさんの日本人拉致が始まったというのですが、実は、私たち帰国者が、もう身内になって帰国という名前だけ借りて行く時、そこからその何年後から日本人たちが新潟で始まっています。いつか私の口から明らかにすると思いますが…。

ほんとうに皆さま力を合わせて、悪魔のこの（事実を）明らかにして、今も『助けて！』と、一日待っている日本人拉致被害者、帰国者たち、日本人妻たち、いえ、北朝鮮国民たち、助けてください。

　このような場所を作ってくださったみなさまに、もう一回申し上げます。

ほんとうにこれからも応援をよろしくお願い致します。

ありがとうございました。
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